
◎淀川右岸水防事務組合水防団条例 

 

制  定 昭３５． ４．２７ 条例１１ 

最近改正 令 ７． ３．１９ 条例 ３ 

（目  的） 

第１条 この条例は、淀川右岸水防事務組合水防団（以下「水防団」という。）の組織、水防団長及び水防団員

（以下「団長及び団員」という。）の定員、任免、服務並びに給与に関する事項を定めることを目的とする。 

（組  織） 

第２条 水防団は、次に掲げる団長及び団員をもって組織する。 

（１）  団 長 

（２）  副 団 長 

（３）  分 団 長 

（４）  本部付部長 

（５）  副 分 団 長 

（６）  部 長 

（７）  班 長 

（８）  班 員 

（定  員） 

第３条 団長及び団員の定数は、別表とおりとする。 

（任  免） 

第４条 団長及び副団長は、組合議会の同意を得て管理者が任免する。 

２ その他の団員は、管理者の承認を得て団長が任免する。 

３ 前項の団員の任用基準については、管理者が定める。 

 （平２３条例６追加） 

（任  期） 

第５条 団長、副団長、分団長、本部付部長及び副分団長の任期は、それぞれ４年とする。ただし、再任を妨げ

ない。 

２ 団長、副団長、分団長、本部付部長及び副分団長は、任期満了後でも後任者が就任するまで在任する。 

３ 補欠により任命された団長、副団長、分団長、本部付部長及び副分団長の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 新たに任命された副団長、分団長、本部付部長及び副分団長の任期は現任者の任期に従う。 

（服務規律） 

第６条 団長は、管理者の命により、その他の団員は、団長の召集によって出務するものとする。 

２ 団長、副団長ともに事故のため職務に従事することができないときは、 管理者において臨時代理者を定め

る。 

３ 分団長、副分団長ともに事故のため職務に従事することができないときは、団長において所属部長のうちか

ら臨時代理者を定めて管理者に報告しなければならない。 

４ 分団の部長、班長事故のため職務に従事することができないときは、 分団長において所属団員のうちから

臨時代理者を定める。 

５ 団長及び団員が職務上の義務に違反し、若しくは職務を怠りその他団長及び団員たるにふさわしくな

い非行があったときは、管理者はその者に対し、戒告又は免職の処分をすることができる。 



第７条 水防団は消防機関と相互緊密な連携の下に水防に従事しなければならない。 

２ 洪水、津波又は高潮に際し消防機関又は水防団が応援のため出動したときは、応援者は応援を求めた者の所

轄のもとに行動しなければならない。 

 （平２４条例１１一部改正） 

第８条 団長及び団員は、常に気象通報に注意し水防活動の円滑な活動に支障のないように努めなければならな

い。 

２ 団長及び団員は、水防団又は団員の名義をもってみだりに寄附金を募り、又は他人に義務の負担をかけるよ

うな行為をしてはならない。 

３ 団長及び団員は、機械器具その他水防団の設備資材を職務外に使用してはならない。 

（報  酬） 

第９条 団長及び団員の報酬は、次のとおりとする。 

（１）   団 長  年 額  １０１，０００円 

（２）   副 団 長   同    ８８，０００円 

（３）   分 団 長   同    ７１，０００円 

（４）   本部付部長   同    ７１，０００円 

（５）   副 分 団 長   同    ２７，０００円 

（６）   部 長   同     ９，９００円 

（７）   班 長   同     ６，７００円 

（８）   班 員   同     ４，２００円 

２ 前項の報酬は、併給しない。 

 （昭３６条例２、昭３７条例３、昭４１条例１３、昭４３条例２、昭４６条例４、昭４９条例３、昭５２条例

４、昭５５条例３、昭６０条例５、平２条例３、平６条例２、平１０条例９一部改正） 

（報酬の支給方法） 

第９条の２ 報酬は、新たに団長及び団員となった者には、その日からこれを支給し、離職又は死亡した者に

は、その月分の全額を支給する。 

２ 職の異動により団長及び団員の受ける報酬に異動があった場合は、その日から新たな額の報酬を支給する。 

３ 前２項の規定により報酬を支給する場合であって、日割計算を必要とするときは、その月の現日数を基礎と

してこれを行う。 

 （昭５２条例４追加） 

（報酬の支給期） 

第１０条  前条の報酬の支給期は、毎年９月及び翌年３月とする。ただし、副分団長以下の団員の報酬について

は、当該年度分を年度最終の月に支給する。 

２ 前項の規定にかかわらず受給者より請求がある場合その経過した月までの給与額については、この限りでな

い。 

 （令７条例３一部改正） 

（費用弁償） 

第１１条  団長及び団員が水防に出務したときは、費用弁償として８時間６，５００円の範囲内において、次の

各号により算出した額を支給する。 

（１）  １日のうちその最初の出務に対しては、４時間以内につき４，１００円 

（２）  出務時間が４時間を超えるときは、その超える時間が１時間を増す毎に６００円を加給する 



２ 団長及び団員が水防訓練に従事したときは、前項の規定にかかわらず費用弁償として１回につき６，５００

円を支給する。 

 （昭３６条例２、昭３７条例１、昭３８条例２、昭４０条例４、昭４２条例３、昭４３条例２、昭４４条例３、

昭４８条例３、昭５０条例４、昭５１条例３、昭５３条例２、昭５６条例３、昭５９条例４、昭６２条例３、

平７条例１一部改正） 

第１２条  洪水、津波又は高潮防御のため水防作業に従事したときは、１日１，３００円の範囲内において、次

の各号により算出した額を加給する。 

（１）  １日のうちその最初の作業に対しては、２時間以内につき５５０円を支給する 

（２）  作業時間が２時間を超えるときは、その超える時間が１時間を増す毎に２５０円を加算する 

   （昭４９条例３、昭５１条例３、平７条例１、平２４条例１１一部改正） 

第１２条の２ 洪水、津波又は高潮防御のため午後１０時から翌日の午前５時までの間（以下本条中深夜とい

う。）水防に出務したときは、１，８００円の範囲内において、次の各号により算出した額を加給する。 

（１）  深夜の出務のうちその最初の２時間以内につき５５０円 

（２）  深夜の出務が２時間を超えるときは、その超える時間が１時間を増す毎に２５０円 

  （昭５１条例３追加、平７条例１、平２４条例１１一部改正） 

（西淀川筋本部） 

第１３条  津波又は高潮防御を受持つ大阪市西淀川区にあっては、西淀川筋本部を設けることができる。 

（平２４条例１１一部改正） 

（施行の細目） 

第１４条  この条例の施行に関し必要な事項は、管理者が定める。 

附  則 

１ この条例は、公布の日から施行し、事務組合設立の日に遡って適用する。  

２ 水防団長及び水防団員は、前淀川右岸水害予防組合の水防団長及び水防団員を引継ぎ、この組合

設立の日に水防団長及び水防団員を任命したものとする。ただし、水防団長等任期の定めある団員の

任期の計算は、昭和３４年４月１日から起算するものとする。 

附  則（昭３６．４．１ 条例２） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和３６年４月１日から適用する。 

附  則（昭３７．３．２３ 条例１） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和３７年４月１日から適用する。 

附  則（昭３７．４．２０ 条例３） 

１ この条例は、公布の日から施行し、昭和３６年１０月１日から適用する。 

２ 改正前の条例規定に基づいてすでに団長及び団員に支払われた昭和３６年１０月１日以降この条

例の施行の日の前日までの期間に係る報酬は改正後の条例の規定による報酬の内払とみなす。  

附  則（昭３７．１２．２５ 条例１１） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附  則（昭３８．３．２５ 条例２） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和３８年４月１日から適用する。 

附  則（昭４０．３．３１ 条例１７） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和４０年４月１日から適用する。 

附  則（昭４０．６．２２ 条例４） 



１ この条例は、公布の日から施行し、昭和４０年４月１日から適用する。 

２ 改正前の条例の規定に基づいてすでに団長及び団員に支払われた昭和４０年４月１日からこの条例の施行の

日の前日までの期間にかかる水防訓練従事費用弁償は、改正後の条例の規定による内払いとみなす。 

附  則（昭４１．３．２６ 条例１３） 

この条例は、昭和４１年４月１日から施行する。 

附  則（昭４２．３．２９ 条例３） 

この条例は、昭和４２年４月１日から施行する。 

附  則（昭４３．３．２９ 条例２） 

この条例は、昭和４３年４月１日から施行する。 

附  則（昭４４．３．２６ 条例３） 

この条例は、昭和４４年４月１日から施行する。 

附  則（昭４６．３．２９ 条例４） 

この条例中、第９条第１項の規定は、昭和４６年４月１日から別表の規定は、同年５月１日から施行する。 

附  則（昭４８．３．２８ 条例３） 

この条例は、昭和４８年４月１日から施行する。 

附  則（昭４９．３．２９ 条例３） 

この条例は、昭和４９年４月１日から施行する。 

附  則（昭５０．３．１８ 条例４） 

この条例は、昭和５０年４月１日から施行する。 

附  則（昭５１．３．２９ 条例３） 

この条例は、昭和５１年４月１日から施行する。 

附  則（昭５２．３．３０ 条例４） 

この条例は、昭和５２年４月１日から施行する。 

附  則（昭５３．３．２７ 条例２） 

この条例は、昭和５３年４月１日から施行する。 

附  則（昭５５．３．２８ 条例３） 

この条例は、昭和５５年４月１日から施行する。 

附  則（昭５６．３．３０ 条例３） 

この条例は、昭和５６年４月１日から施行する。 

附  則（昭５９．３．３０ 条例４） 

この条例は、昭和５９年４月１日から施行する。 

附  則（昭６０．３．２５ 条例５） 

この条例は、昭和６０年４月１日から施行する。 

附  則（昭６２．３．２３ 条例３） 

この条例は、昭和６２年４月１日から施行する。 

附  則（平元．３．２９ 条例３） 

この条例は、平成元年４月１日から施行する。 

附  則（平２．３．３０ 条例３） 

この条例は、平成２年４月１日から施行する。 

附  則（平６．３．２３ 条例２） 



この条例は、平成６年４月１日から施行する。 

附  則（平７．３．１６ 条例２） 

この条例は、平成７年４月１日から施行する。 

附  則（平１０．３．２３ 条例９） 

この条例は、平成１０年４月１日から施行する。 

附  則（平２３．３．２３ 条例６） 

この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

附  則（平２４．１２．２１ 条例１１） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附  則（令７．３．１９ 条例３） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

  



別 表（水防団定員） 

１ 淀川筋本部 

 

定           員 

備    考 

団 長 副団長 部 長 班 員 計 

１名 ２名 ５名 １５名 ２３名  

（昭４６条例４、一部改正） 

 

２ 西淀川筋（防潮筋を含む）本部 

 

定           員 

備    考 

団 長 副団長 部 長 班 長 班 員 計 

１名 １名 ３名 ４名 １０名 １９名 団長は淀川筋本部団長兼務 

（昭４６条例４、一部改正） 

 

３ 水防分団 

（１） 淀川筋 

名    称 

定             員 

分団長 副分団長 部 長 班 長 班 員 計 

島 本 水 防 区  １名  １名  ２名  ９名  ９０名  １０３名 

高    槻 

第 １ 水 防 区 
１ １ ２ ６ ６０ ７０ 

高    槻 

第 ２ 水 防 区 
１ １ ２ ８ ８０ ９２ 

高    槻 

第 ３ 水 防 区 
１ １ ４ １５ １５０ １７１ 

高    槻 

第 ４ 水 防 区 
１ １ ３ １１ １１０ １２６ 

高    槻 

第 ５ 水 防 区 
１ １ ２ ８ ８０ ９２ 



名    称 

定             員 

分団長 副分団長 部 長 班 長 班 員 計 

高    槻 

第 ６ 水 防 区 
 １名  １名  ２名  ６名  ６０名  ７０名 

芥 川 水 防 区 １ １ １ ５ ５０ ５８ 

三  箇  牧 

第 １ 水 防 区 
１ １ ３ １３ １３０ １４８ 

三 箇 牧 

第 ２ 水 防 区 
１ １ １ ７ ７０ ８０ 

鳥    飼 

第 １ 水 防 区 
１ １ １ ６ ６２ ７１ 

鳥    飼 

第 ２ 水 防 区 
１ １ １ ５ ５０ ５８ 

鳥    飼 

第 ３ 水 防 区 
１ １ ２ １０ １００ １１４ 

味 生 水 防 区 １ １ ３ １１ １０６ １２２ 

玉    島 

第 １ 水 防 区 
１ １ ２ ７ ７０ ８１ 

玉    島 

第 ２ 水 防 区 
１ １ ２ ８ ７４ ８６ 

安  威  川 

水  防  区 
１ １ ２ ７ ７６ ８７ 

豊 能 水 防 区 １ １ １ ６ ６０ ６９ 

東  淀  川 

第 １ 水 防 区 
１ １ １ ６ ６０ ６９ 

東  淀  川 

第 ２ 水 防 区 
１ １ ２ ７ ７０ ８１ 

東  淀  川 

第 ３ 水 防 区 
１ １ ２ ７ ７０ ８１ 



名    称 

定             員 

分団長 副分団長 部 長 班 長 班 員 計 

東  淀  川 

第 ４ 水 防 区 
 １名  １名  １名  ３名  ３０名  ３６名 

東  淀  川 

第 ５ 水 防 区 
１ １ １ ４ ４０ ４７ 

淀    川 

第 １ 水 防 区 
１ １ ２ ５ ５０ ５９ 

淀    川 

第 ２ 水 防 区 
１ １ ２ ５ ５０ ５９ 

淀    川 

第 ３ 水 防 区 
１ １ １ ５ ５０ ５８ 

淀    川 

第 ４ 水 防 区 
１ １ １ ３ ３０ ３６ 

淀    川 

第 ５ 水 防 区 
１ １ １ ３ ３０ ３６ 

計 ２８ ２８ ５０ １９６ １，９５８ ２，２６０ 

（昭４０条例１７、昭４２条例３、昭５０条例４一部改正） 

 

（２） 西淀川筋（防潮筋を含む） 

名    称 

定             員 

分団長 副分団長 部 長 班 長 班 員 計 

西  淀  川 

第 １ 水 防 区 
１名 １名 ０名 ２名 １７名 ２１名 

西  淀  川 

第 ２ 水 防 区 
１ １ ０ ２ １９ ２３ 

西  淀  川 

第 ３ 水 防 区 
１ １ ０ ２ １７ ２１ 

西  淀  川 

第 ４ 水 防 区 
１ １ ０ ２ ２１ ２５ 



名    称 

定             員 

分団長 副分団長 部 長 班 長 班 員 計 

西  淀  川 

第 ５ 水 防 区 
 １名  １名  ０名  ２名  ２１名  ２５名 

西  淀  川 

第 ６ 水 防 区 
１ １ ０ ３ ２４ ２９ 

西  淀  川 

第 ７ 水 防 区 
１ １ ０ ３ ３１ ３６ 

西  淀  川 

第 ８ 水 防 区 
１ １ １ ４ ３７ ４４ 

西  淀  川 

第 ９ 水 防 区 
１ １ ０ ２ ２３ ２７ 

西   淀   川 

第１０水防区 
１ １ ０ ２ ２１ ２５ 

西   淀   川 

第１１水防区 
１ １ １ ３ ３０ ３６ 

西   淀   川 

第１２水防区 
１ １ １ ３ ３３ ３９ 

西   淀   川 

第１３水防区 
１ １ １ ３ ３３ ３９ 

西   淀   川 

第１４水防区 
１ １ １ ４ ４３ ５０ 

西   淀   川 

第１５水防区 
１ １ １ ３ ３４ ４０ 

西   淀   川 

第１６水防区 
１ １ １ ３ ３４ ４０ 

西   淀   川 

第１７水防区 
１ １ ２ ７ ６９ ８０ 

計 １７ １７ ９ ５０ ５０７ ６００ 

合     計 ４５ ４５ ５９ ２４６ ２，４６５ ２，８６０ 

（昭４２条例３、昭４６条例４全改、昭５０条例４、平元条例３一部改正） 



 第４条第２項の施行の細目 

１ 分団長は、所属水防区の属する市、区、町長並びに関係組合議会議員と協議して団長が任免する。 

２ 本部付部長は、団長が任免する。 

３ 副分団長、分団部長、班長及び班員は、分団長の推せんにより団長が任免する。 


